
３ 各教科等の言語能力の整理 

国語科における「言語能力」の整理 

国語科における言語能力 

【知識及び技能】 

○言葉の働き○話し言葉と書き言葉○漢字○語彙○文や文章○言葉遣い○表現の技法○音読、朗読 

【思考力、判断力、表現力等】「書くこと」領域 

○題材の設定、情報の収集、内容の検討○構成の検討○考えの形成、記述○推敲○共有 

第１・２学年 第３・４学年 第５・６学年 

○題材の設定、情報の収集、内容の検討 
・経験したことや想像したこ
となどから書くことを見付
け、必要な事柄を集めたり
確かめたりして、伝えたい
ことを明確にすること。  

・相手や目的を意識して、経験し
たことや想像したことなどか
ら書くことを選び、集めた材料
を比較したり分類したりし、伝
えたいことを明確にすること。 

・目的や意図に応じて、感じたこ
とや考えたことなどから書くこ
とを選び、集めた材料を分類し
たり関係付けたりして、伝えた
いことを明確にすること。 

○構成の検討 

・自分の思いや考えが明確に
なるように、事柄の順序に
沿って簡単な構成を考える
こと。 

・書く内容の中心を明確にし、内
容のまとまりで段落をつくっ
たり、 段落相互の関係に注意
したりして、文章構成を考える
こと。 

・筋道の通った文章となるよう
に、文章全体の構成や展開を考
えること。 

○考えの形成、記述 

・語と語や文と文との続き方
に注意しながら、内容のま
とまりが分かるように書き
表し方を工夫すること。 

・自分の考えとそれを支える理
由や事例との関係を明確にし
て、書き表し方を工夫するこ
と。 

・目的や意図に応じて簡単に書い
たり詳しく書いたりするととも
に、事実と感想、意見とを区別
して書いたりするなど、自分の
考えが伝わるように書き表し方
を工夫すること。 

・引用したり、図表やグラフなど
を用いたりして、自分の考えが
伝 わるように書き表し方を工
夫すること。 

○推敲 
・文章を読み返す習慣を付け
るとともに、間違いを正し
たり、語と語や文と文との
続き方を確かめたりするこ
と。 

・間違いを正したり、相手や目的
を意識した表現になっている
かを確かめたりして、文や文章
を整えること。 

・文章全体の構成や書き表し方な
どに着目して、文や文章を整え
ること。 

○共有 
・文章に対する感想を伝え合
い、自分の文章の内容や表
現のよいところを見付ける
こと。 

・書こうとしたことが明確にな
っているかなど、文章に対する
感想や意見を伝え合い、自分の
文章のよいところを見付ける
こと。 

・文章全体の構成や展開が明確に
なっているかなど、文章に対す
る感想や意見を伝え合い、自分
の文章のよいところを見付ける
こと。  

言語能力とその育成方法 

言語能力 育成方法 育成方法の詳細 

○構成の検討 

○考えの形成、記述 

・既習の方略を選択させ

る。 

・既習の方略を想起させ、適していると

判断したものを選択し、考えたり書い

たりしながら良し悪しを判断させる。 

○推敲 ・他者の意見を取り入れ

調整させる。 

・自分の表現を自己評価できるように

交流活動を設定し、場合によっては自

分の表現を練り直させる。 

○共有 ・自らの学びを整理させ

る。 

・伝えたいことを表現することと、「読

みの観点」がどのように効果的だった

かを自己評価させる。 



社会科における「言語能力」の整理 

社会科における言語能力 

・情報を適切に調べまとめる。 

 →調べたことを「ノート」に整理したり、単元終末のパフォーマンスとして「新聞」「パンフ
レット」「ポスター」作りに取り組んだりする。 

・考えたことや選択・判断したことを根拠や理由などを明確にして論理的に説明したり、他者の主
張につなげ立場や根拠を明確にして議論したりする。 

 →論題やテーマを設定して「議論」や「討論」を行う。 

・単元を通して考えてきたことを整理し、自分の考えを文章化する。 

→単元終末のパフォーマンスとして「意見文」「提案文」に取り組む。 

第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 

・調査活動、地図帳や各種の具体的資料を通

して、必要な情報を調べまとめる技能を身

に付けること。 

 

・地図帳や地球儀、統計

などの各種の基礎的資

料を通して、情報を適

切に調べまとめる技能

を身に付けること。 

・地図帳や地球儀、統計や

年表などの各種の基礎

的資料を通して、情報を

適切に調べまとめる技

能を身に付けること。 

・考えたことや選択・判断したことを文章で

記述したり図表等に表したことを使って

説明したりして表現する力を養うこと。 

・考えたことや選択・判断したことを根拠や理由など

を明確にして論理的に説明したり、他者の主張につ

なげ立場や根拠を明確にして議論したりする力を

養うこと。 

・調査活動を行ったり、議論や討論を行ったりする活動を通して考えてきたことを基に、自分の考え

を整理し、意見文や提案文などの形式で文章化すること。 

 

言語能力とその育成方法  

言語能力 育成方法 育成方法の詳細 

・事実から疑問や気付きを出

し、社会にみられる課題を

見いだす。 

・学習計画づくりを児童と

ともに行う 

・事実から疑問や気付きを出し合い、

社会にみられる課題を見いだす。そ

の課題解決に向けて、調べるべき問

いや単元を貫く問いを設定し、学習

計画を立て見通しをもつ。 

・情報を適切に調べまとめ

る。 

・基礎的資料を基にノート

にまとめる 

・調べるべき問いを調査活動、地図帳

や地球儀、統計や年表などの各種の

基礎的資料を通して、ノートにまと

める。 

・考えたことや選択・判断し

たことを根拠や理由などを

明確にして論理的に説明し

たり、他者の主張につなげ、

立場や根拠を明確にして議

論したりする。 

・議論や討論を行う  ・社会に見られる課題の解決に向け

て、よりよい発展を考えたり社会へ

の関わり方を選択・判断したりする。

それについて、議論を行う。  

・単元を通して考えてきたこ

とを整理し、自分の考えを

文章化する。 

・単元終末のパフォーマン

スを行う  

・単元終末のパフォーマンスとして

「意見文」「提案文」などに取り組み、

関係諸機関に提出する。 

 

 

 

 



 

算数科における「言語能力」の整理 

算数科における言語能力 

・日常の事象を数理的に捉え、見通しをもち筋道を立てて考察すること。 

・基礎的・基本的な数量や図形の性質などを見いだし統合的・発展的に考察すること。 

・言葉や式、図、数、表、グラフなどの数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表したり目
的に応じて柔軟に表したりすること。 

・考えたことや工夫したことなどを数学的な表現を用いて伝え合い共有したり、見いだしたことや思
考の過程、判断の根拠などを数学的に説明したりすること。 

第１学年 第２・３学年 第４・５学年 第６学年 

・具体物や図などを

用いて数の表し方

や計算の仕方を考

え、自分なりに表

現すること。 

・ものごとに対して

自分が思ったこと

や気づいたことを

自分なりの方法で

表すこと。 

・必要に応じて具体

物や図などを用い

て数の表し方や計

算の仕方を考察す

ること。 

・身の周りにある事

象の特徴に着目

し、自分の考えを

相手に伝えるこ

と。 

・目的に合った表現方法を

用いて、数の性質や計算

の仕方などを考察し、説

明すること。 

・表や式、グラフを用いて

的確に表現し、それらを

用いて問題解決したり、

解決の過程や結果を多

面的に捉え考察したり

したことを相手に伝え

ること。 

・目的に応じて多様な表現

方法を用いながら数の

表し方や計算の仕方な

どを考察し、根拠を明ら

かにして説明すること。 

・言葉や式、図、表、グラ

フなどを用いて、自分の

考えや解決の過程、及び

結果を相手に分かりや

すく伝えること。 

言語能力とその育成方法 

言語能力 育成方法 育成方法の詳細 

①日常の事象を数理的に捉

え、見通しをもち筋道を立

てて考察する。 

・日常の事象や算数の学習

場面から問題を見いだ

し、解決していく授業展

開にする。 

・提示の仕方や発問を工夫し、児童と

一緒に問いをつくる。 

・教師の問い返しによって、着眼点や

発想の源を言語化し、働かせた見方・

考え方を顕在化する。 

②基礎的・基本的な数量や図

形の性質などを見いだし統

合的・発展的に考察する。 

・「数学的な見方・考え方」

を働かせ、数学的活動を

通して、問題を解決する

よりよい方法を見いだし

たり、意味の理解を深め

たり、概念を形成したり

できるようにする。 

・「もっと他の方法でもできるか」（多

様な考え方を引き出す）、「より簡単

な方法はどれか」（考え方の洗練）、

「問題を少し変えるとしたら、どん

な問題が作れるか」（問題の発展）な

ど、ねらいに合わせた発問をするこ

とで、発展的に考えられるようにし、

新たな問いを見いだすことができる

ようにする。 

③言葉や式、図、数、表、グラ

フなどの数学的な表現を用

いて事象を簡潔・明瞭・的確

に表したり目的に応じて柔

軟に表したりする。 

・既存の知識と関連付けな

がら自分の考えを構築し

たり、目的に応じて表現

したりする。 

・発達段階に応じて、具体物、言葉、

式、図、数、表、グラフなどの数学

的な表現を用いて考えたり、自分の

考えを表現し伝え合ったりする場を

設定する。 

④考えたことや工夫したこと

などを数学的な表現を用い

て伝え合い共有したり、見

いだしたことや思考の過

程、判断の根拠などを数学

的に説明したりする。 

・言葉や式・図・表・グラフ

などを用いて、自分の考

えや解決の過程、及び結

果を相手に分かりやすく

伝えるように促す。 

・友だちの考えに付け足しをしたり、

友だちの考えを説明したりする活動

を取り入れることで、それぞれの考

えのよさに気付き、よりよい考えに

高めることができるようにする。 



 

理科における「言語能力」の整理 

理科における言語能力 

・自然の事物・現象から、気付きを見出し、学習問題を立てる。 

・学習問題について、予想や仮説を立てて、自分の考えを書く。 

・観察実験の結果を整理し、考察する。 

・自分が立てた予想や仮説と問題解決で得られた結論を整理する。 

第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 

・自然事象の差異点

や共通点から問題

を見出すこと。 

 

 

・予想や仮説を既習の

内容や生活経験と結

び付けて考えたり、

説明したりするこ

と。 

・予想や仮説を基に、

解決の方法を考え

たり説明したりす

ること。 

・観察記録や実験データを

表に整理したりグラフ

に処理したりすること。 

・表やグラフなどを活用し

つつ科学的な言葉や概

念を使用して考えたり

説明したりすること。 

 

言語能力とその育成方法 

言語能力 育成方法 育成方法の詳細 

①自然の事物・現象を観て、気

付きを見出し、学習問題を立

てる。 

・学習問題につながる事象

提示を行う。 

・教師が演示実験を行い、児童に気付

いたことを発表したりノートに書

いたりするよう促す。 

・気付きを交流したり、教師が価値付

けたりすることで学習問題を立て

る。 

②学習問題について、予想・仮

説を立てて、自分の考えを書

く。 

 

・学習問題に関わる自分の

考えを書く。 

・学習問題に関わる自分の考えが書

けるように、何をどのように調べ

ることができるかを図や言葉を使

って、予想や仮説を立てて自分の

考えを書く。 

③観察実験の結果を整理し、考

察する。 

・観察結果をノートにまと

め、得られた結果をもと

に、学習問題の解決に結

びつけるようにノートに

考察を書く。 

・観察結果をより整理しやすくする

ために、図や表などを活用した整

理の仕方を考えてまとめたり、観

察実験から得られた結果をもとに

して、結果と考察を区別して書い

たりする。 

④自分が立てた予想や仮説と

問題解決で得られた結論を

整理する。 

・観察実験の結果から考察

し、学習問題の結論とし

てノートに整理する。 

・自分が立てた予想や仮説と問題解

決で得られた結論を整理して、自

分の考えが再構築できるようにノ

ートにまとめる。 

 

 

 

 

 

 



生活科における「言語能力」の整理 

生活科における言語能力 

・自分の思いや願いを実現させるために人やもの、ことに対して働きかけようとすること。 

・対象との関わり、働きかけを通して、対象を捉えること。 

・気付いたことや考えたこと、楽しかったことなどについて、他者と伝え合うこと。 

・具体的な活動や体験を通して気付いたことを表現できること。 

 

言語能力とその育成方法 

言語能力 育成方法 育成方法の詳細 

①自分の思いや願いを実現さ

せるために人やもの、ことに

対して働きかけようとする

こと。 

①自分が知りたい、関わりたい対

象に対して、様々な方法を通し

てアプローチする機会を設け

る。 

①調べ活動やインタビュー活動

等を通して、対象のよさや自

分との関わりについて認識を

深める。 

②対象との関わり、働きかけを

通して、対象を捉えること。 

②比べたり、見立てたりする試行

（思考）活動を行いながら気付

きを言語化させていく。 

②見通しと振り返りを充実さ

せ、考えたことや分かったこ

とを意識する。 

③気付いたことや考えたこと、

楽しかったことなどについ

て、他者と伝え合うこと。 

③直接的に伝えたり、質問に対し

て答えたりしながら、気付いた

こと等を発信させる。 

③発話やカードを用いての紹介

活動を通して、気付いたこと

の自覚化を図ると共に、気付

き同士を結び付ける。 

④具体的な活動や体験を通し

て気付いたことを表現でき

ること。 

 

④言葉や絵、動作、劇化などの多

様な方法により表現すること

で、それまで気付けなかった対

象のよさや自分の頑張りに気

付かせる。 

④対象との関わりから気付いた

ことを発表する場を設けた

り、他者と一緒に活動する機

会をつくったりすることで表

現手法や内容を吟味し、表現

スキルを高めさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



音楽科における「言語能力」の整理 

表現領域 ・音や音楽を形づくっている要素とその働きの視点で捉えたことを言語化する。 

・曲想と音楽の構造などとの関わりについて気付いたこと／理解したことを言語化する。 

・音楽によって喚起されたイメージや感情、音楽表現に対する思い／思いや意図を言語化

し、交流する。また、音や音楽にそれらを生かし伝え合う。 

鑑賞領域 

 

・音楽を聴いて感じ取ったことや想像したことを言語化し、伝え合う。 

・音楽によって喚起されたイメージや感情を言語化する。 

・曲想と音楽の構造との関わりについて言語化する。 

・自分にとっての音楽のよさや面白さなどを見いだし、言語化する。 

 

 

言語能力と育成方法 

言語能力 育成方法 育成方法の詳細 

①曲想と音楽の構造などとの

関わりについて気付いたこ

と・理解したことを言語化

する。 

・音楽を構成する諸要素

の正しい理解を促す。 

・教師の働きかけの工夫 

（問い返し、価値付け） 

・板書による整理 

（知覚と感受の関連付け） 

②音楽によって喚起された自

分のイメージや感情につい

て言語化する。 

・音楽の可視化 

 

 

・語彙を増やす。 

・感情を表す言葉、絵、色、線などを使っ

て表す活動 

・体や物を使って音楽を表す活動 

・語彙表の作成、活用 

③表現に対する思い・思いや

意図を言語化し、交流する。 

・話し合いの工夫 

 

 

 

・試行錯誤の時間の設定 

・互いの演奏を聴き合い、その工夫を予想

したり伝えたりする。 

・モデル提示の工夫（教師の模範演奏、映

像教材の活用、友達の演奏を聴くなど） 

・思いや意図を表すための試行錯誤をくり

返し設定する。 

④曲や演奏の楽しさ・よさに

ついて見出したことを言語

化する。 

・学習のまとめ ・１単位時間または題材中の曲ごとのまと

めとして、その曲や演奏の楽しさ・よさ

について振り返り、交流する。 

⑤自分の学びを振り返る。 ・ふり返りシートの工夫 ・題材全体の学びの跡を残すワークシート

の作成、活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



図画工作科における「言語能力」の整理 

図画工作科における言語能力 

・表現する活動において、思い付いたことや表したいこと、イメージしたことを言語化すること。ま

た表し方や主題について、考えたことを言語化すること。 

・鑑賞する活動において、感じ取ったり考えたりしたことを言語化すること。また、他者と交流する

こと。 

第１・２学年 第３・４学年 第５・６学年 

・好きな形や色を選んだり、い

ろいろな形や色を考えたり

しながら、どのように表すか

について考えること。 

・造形的な面白さや楽しさ、表

したいこと、表し方などにつ

いて、感じ取ったり考えたり

し、自分の見方や感じ方を広

げること。 

・形や色、材料などを生かしなが

ら、どのように表すかについ

て考えること。 

・造形的なよさや面白さ、表した

いこと、いろいろな表し方な

どについて、感じ取ったり考

えたりし、自分の見方や感じ

方を広げること。 

・形や色、材料の特徴、構成の

美しさなどの感じ、用途など

を考えながら、どのように主

題を表すかについて考える

こと。 

・造形的なよさや美しさ、表現

の意図や特徴、表し方の変化

などについて、感じ取ったり

考えたりし、自分の見方や感

じ方を深めること。 

言語能力とその育成方法 

 

言語能力 育成方法 育成方法の詳細 

表

現 

①表現する活動におい

て、思い付いたこと

や表したいこと、イ

メージしたことを言

語化すること。ま

た、表し方や主題に

ついて、考えたこと

を言語化すること。 

・思いやイメージを

書き出したり、話

し合ったりする場

を設定する。 

・イメージマップやアイデアスケッチに自分の

思いやイメージを言語化して表出すること

で、活動への見通しを持ったり、思いを高め

たりする。 

・活動中の気付きを

話し合う。 

・活動中の気付きや疑問に思ったことなどを友

達と交流することで、見方や感じ方を広げ、

活動に生かすことができるようにする。 

・活動の振り返りを

行う。 

・作品への思いや学びの成果を振り返ること

で、活動を価値付け、自分の生活や次時の活

動につなげるようにする。 

鑑

賞 

②鑑賞する活動におい

て、感じ取ったり考

えたりしたことを言

語化すること。また、

他者と交流するこ

と。 

・思いを書き出した

り、話し合ったり

する場を設定す

る。 

・鑑賞の対象から感じ取ったり考えたりしたこ

とを記述したり、友達と交流したりする。 

・鑑賞の視点を提示することで、造形的な視点

を持って活動ができるようにする。 

・活動中の気付きを

話し合う。 

・友達と考えを交流することで、見方や感じ方

を広げたり、深めたりする。 

・活動の振り返りを

行う。  

・活動を通して気付きを記述したり、友達と交

流したりすることで、活動を価値付け、自分

の生活や次時の活動につなげるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 



体育科における言語能力の整理 

体育科における言語能力 

・運動や健康についての自己の課題を見付け、言語化すること。 
・自己の課題に応じて、運動の行い方や解決方法について考えたことを言語化すること。 
・自己の健康課題について習得した知識及び技能を活用し、解決に向けて考えたことを言語化すること。 
・自己の課題について考えたことを、言葉や文章及び動作などで表したり、友達や教師などに理由を
添えて伝えたりすること。 

学
年 

第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年 

運
動 
領
域 

・自己やチームの動きから、課題を見付けること。 
・自己やチームの課題に対して考えたことや、活動や場
を工夫したことを書くこと。 

・自己やチームの課題の解決のために考えたことを、言
葉や文章及び動作などで表したり、友達や教師などに
理由を添えて伝えたりすること。 

・自己やチーム、友達の動きから課題
を見付けること。 

・課題に応じて、運動の行い方や解決
方法を考え、活動や場を工夫したこ
とを書くこと。 

・自己やチーム、友達の課題解決に向
けて考えたことを言葉や文章及び動
作で表したり、理由を添えたりして
相手に分かりやすく伝えること。 

保
健 
領
域 

 

・健康な生活について課題を
見付け、その解決に向けて
考えたことを言語化し、友
達や教師などに伝えるこ
と。 

・心の健康とけがの防止について課題
を発見し、その解決に向けて考えた
ことを言語化し、友達や教師などに
分かりやすく伝えること。  

・発育・発達について課題を
見付け、その解決に向けて
考えたことを言語化し、友
達や教師などに伝えるこ
と。  

・病気の予防について課題を発見し、
その解決に向けて考えたことを言語
化し、友達や教師などに分かりやす
く伝えること。 

 

言語能力とその育成方法 

 

 

 言語能力 育成方法 育成方法の詳細 

運
動
領
域 

①運動についての自己の
課題を見付け、言語化
する。 

・運動の面白さを児童と共有
し、課題に向かって活動で
きる学習過程にする。 

・単元を貫く問いを設定することで、
面白さに紐づいた探究的課題を設
定することができるようにする。 

②自己の課題に応じて、
運動の行い方や解決方
法について考えたこと
を言語化する。 

・児童の気付きや思考の流れ
をイメージマップで構造化
していく。 

・単元を通して「もっと面白くするた
めには？」と問い続けることで、児
童が自らの運動を見つめ、探究的に
学ぶことができるようにする。 

③自己の課題について、
友達と話し合いながら
解決しようとする。 

・友達同士で動きを見せ合
い、教え合いながら課題解
決に向かうように促す。 

・運動の視点を共有した者同士で話
し合ったり、異なる視点から考え直
したりする場を設ける。 

保
健
領
域 

①健康に関わる事象や健
康情報から課題を見付
け、言語化する。 

・身近な生活場面から課題を
見いだし、解決していく学
習過程にする。 

・養護教諭と連携した保健室利用の
データや、児童からとったアンケー
ト結果などを授業の中で活用する。 

②自己の健康課題につい
て、解決方法を言語化
する。 

・習得した知識と自分の状況
を関連付けて考えることが
できるようにする。 

・必要に応じてインターネットを用
いて調べ学習をしたり、現地調査に
向かったりする。 

③自己の課題について考
えたことを、友達や教
師などに理由を添えて
伝える。 

・話し合ったり調べたりした
ことを、言葉や文章に併せ
て、表やグラフを用いて伝
えるように促す。 

・調べたことを互いに交流する活動
を取り入れることで、それぞれの考
えのよさに気付き、自己の生活に生
かすことができるようにする。 



家庭科における「言語能力」の整理 

家庭科における言語能力 

・生活事象から自身の生活の問題点や課題などを見出し、学習問題を立てる。 

・学習問題について、何を学ぶべきか考え、解決策を見出す。 

・実習や製作などの活動を通して、学びを整理し、考察する。 

・身に付けた知識や技能を整理し、次への課題に結びつける。 

育成方法 

①児童自身の中で実感を伴った明確な概念として形作られるようにすること。 

→生活の中で生きた言葉となるように配慮すること 

②生活の様々な事象を実感の伴う生きた言葉として理解することにより、人が営むことのよさやその

価値にふれ、生活への完成を高めていくことができるようになること。 

③言葉や図表、概念などを用いて、自分の課題に基づき生活をよりよくする方法を考えたり、実習な

どで体験したことを説明したり、表現したり、話しあったりするなどの活動を充実するよう配慮する

こと。 

 

育成能力とその育成方法 

言語能力 育成方法 育成方法の詳細 

①生活事象から自身の生活の

問題点や課題などを見出し、

学習問題を見出す。 

 

・学習問題を設定する。 ・生活を見つめ、何か問題点はない

のか、もっとよりよいものにする

ことはないのかなどと問いかけ、

学習問題の設定への足掛かりとす

る。 

・気付きを交流したり、教師が価値

付けたりすることで学習問題を見

出す。 

②学習問題について、何を学ぶ

べきか考え、解決策を見出

す。 

 

・学習問題に関して、それを

解決するために身に付け

るべき知識や技能につい

て考える。 

・学習問題の解決に向けて、具体的

に何を身に付けていけばいいのか

を考え、解決への見通しをもつ。 

③実習や製作などの活動を通

して、学びを整理し、考察す

る。 

 

・実習や製作などの計画、活

動などをノートにまと

め、得られた結果をもと

に、学習問題の解決に結

びつけるようにノートに

考察を書く。 

・結果をより整理しやすくするため

に、図や表などを活用した整理の

仕方を考えてまとめたり、実習や

製作などから得られた結果をもと

にしたりして、学びを整理する。 

④身に付けた知識や技能を整

理し、次への課題に結びつけ

る。 

・身に付けた知識や技能を

整理する。 

・今回の学びを整理して、次の課題

や自分の生活に生かすことができ

るようにノートにまとめる。 

 

 



外国語活動・外国語科における「言語能力」の整理 

外国語活動・外国語科における言語能力 

第３・４学年（外国語活動） 第５・６学年（外国語科） 

【知識及び技能】 

・言語や文化について体験的に理解を深めること 

・日本語と外国語の音声の違い等に気付くこと 

・外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しむこと 

・日本語と外国語との違いに気付くこと 

・読むこと、書くことに慣れ親しむこと 

・実際のコミュニケーションにおいて活用できる

基礎的な技能を身に付けること 

【思考力、判断力、表現力等】 

・コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、身近で簡単な事柄について、自分の考

えや気持ちなどを伝え合うこと 

聞くこと 

・自分のことや身の回りの物を表す簡単な語句を

聞き取ること 

・身近で簡単な事柄に関する基本的な表現の意味

が分かること 

・文字の読み方の発音を聞いて、どの文字か分か

ること 

・自分のことや身近で簡単な事柄を表す簡単な語

句や基本的な表現を聞き取ること 

・日常生活に関する身近で簡単な事柄を表す具体

的な情報を聞き取ること 

・日常生活に関する身近で簡単な事柄についての

短い話の概要を捉えること 

話すこと（やり取り） 

・基本的な表現を用いて挨拶、感謝、簡単な指示

をしたり応じたりすること 

・動作を交えながら、自分の考えや気持ちなどを、

簡単な語句や基本的な表現を用いて伝え合う

こと 

・サポートを受けて、簡単な語句や基本的な表現

を用いて質問したり答えたりすること 

・基本的な表現を用いて指示、依頼をしたり応じ

たりすること 

・自分の考えや気持ちなどを、簡単な語句や表現

を用いて伝え合うこと 

・簡単な語句や基本的な表現を用いて、即興的に

質問したり答えたりして伝え合うこと 

話すこと（発表） 

・人前で実物を見せながら、自分の考えや気持ち

などを簡単な語句や基本的な表現を用いて話

すこと 

・自分の考えや気持ちなどを簡単な語句や基本的

な表現を用いて話すこと 

・伝えようとする内容を整理すること 

読むこと 

 ・活字体で書かれた文字を識別すること 

・活字体の文字の読み方を発音すること 

・十分に慣れ親しんだ簡単な語句や表現の意味が

分かること 

書くこと 

 ・大文字、小文字を活字体で書くこと 

・語順を意識して、音声で十分に慣れ親しんだ簡

単な語句や基本的な表現を書き写したり、連分

を参考にして書いたりすること 

 

言語能力とその育成方法 

言語能力 育成方法 育成方法の詳細 

・コミュニケーションを行う

目的や場面、状況などに応

じて、身近で簡単な事柄に

ついて、自分の考えや気持

ちなどを伝え合うこと 

・目的や場面、状況

などに応じた言語

活動を設定する。 

・目的や場面、状況などに応じた言語活動を設

定する。 

・落ち着いて、安心した言語活動が行える環境

づくりをする。 

・言語活動の中で、何とかして伝えようとする

場を設定したり、何とかして相手に分かりや

すく伝えるように促したりする。 

 



道徳科における「言語能力」の整理 

 

言語能力とその育成方法 

言語能力 育成方法 育成方法の詳細 

①教材文を読み、道徳的問
題場面から課題を見いだ
すこと。 

・学習課題を、児童と共につくる。 ・教材文を読み、教材に含まれる
道徳的問題について整理し、
課題を決定する。 

②自分の考えと友達の考え
を比較しながら話し合い
をすること。 

・意見の共通点や相違点を明確にし
ながら話し合う。 

・少数の意見も大切にし、多様な意
見のよさを認めながら話し合う。 

・自分の考えと友達の考えを色
分けして比較させる。 

・思考ツールを用いて、それぞれ
の意見の良さや違いを視覚化
する。 

③自分の考えを、理由や事
例を明確にしながら書く
こと。 

・教材の登場人物の行為や、自分の
経験を根拠にしながら自分の考
えを書かせる。 

・理由が明確になるような切り
返し発問を活用する。 

・ノートに自分の考えとその根
拠を書かせる。 

④学習したことを、自分の
体験や友達の意見などか
ら総合的にまとめるこ
と。 

・本時の学習の流れをまとめ、これ
からの自分に生かせそうなこと
を考えさせる。 

・板書を構造化し、出てきた意見
の一つ一つの意味を理解でき
るようにする。 

 

 

 

道徳科における言語能力 

【思考力、判断力、表現力等】 
多様な感じ方や考え方に接する中で、考えを深め、判断し、表現する力などを育むことができるよ

う、自分の考えを基に話し合ったり書いたりすることができるようにする。 

第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年 

○課題発見 

・教材文を読み、そこに含ま
れるよさやわるさを見つけ
ること。 

・教材文を読み、そこに含まれる
道徳的問題場面に気付き、課
題を考えること。 

・教材文を読み、そこに含まれる
道徳的問題場面に気付くととも
に、自分との関わりの中で課題
を考えること。 

○話し合い 

・自分の考えと友達の考えを
比較しながら話し合うこ
と。 

・話し合う中で異なる考えに接
し、物事を多面的・多角的に考
えること。 

・話し合う中で物事を多面的・多
角的に考え、協働的に議論する
こと。 

○書く活動 

・書こうとすることを明確に
し、目的や必要に応じて理
由や事例を挙げて書くこ
と。 

・自分の考えとそれを支える理
由や事例との関係を明確にし
て、書き表し方を工夫するこ
と。 

・目的や意図に応じて簡単に書い
たり詳しく書いたりするととも
に、事実と感想、意見とを区別
して書いたりするなど、自分の
考えが伝わるように書き表し方
を工夫すること。 

○考察 

・学習したことを、自分の体
験したことと重ね合わせな
がらまとめること。 

・学習したことを、自分の考えや
友達の考えと関連付けながら
まとめること。 

・学習したことを、自他の考え、
道徳的諸価値のよさから総合的
にまとめること。 



特別活動における言語能力の整理 

特別活動における言語能力 

・自分の意見を、筋道を立てて説明すること。 

・他者の意見を聞いて、その内容を理解すること。 

・対話を通して、情報を吟味したり考えを構築したりして、集団としての最適解を導くこと。 

・自分の課題や目指す姿に対して、集団の中で相互に考えを伝え、深め合いながら解決する目標を決

めること。 

 第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年 

学
級
活
動
（
１
） 

・自分の意見を発表する。 
・理由を明確にして考えを伝え
る。 

・自分の言葉で建設的な意見を述
べ合う。 

・他者の意見をよく聞く。 
・自分と異なる意見を受け入れ
る。 

・相手の立場や考え方を理解し、
相手の思いを受け止めて聞く。 

・合意形成を図る。 
・集団としての目標や活動内容
について合意形成を図る。 

・多様な意見のよさを積極的に生
かして合意形成を図る。 

学
級
活
動
（
２
）（
３
） 

・正しい方法や自分に合
った方法を選んで目標
を決める。 

・問題を自分のものとして考
え、具体的な解決方法や目標
を決める。 

・自己の問題を受け止め、資料な
どを参考にして自己に合った実
現可能な解決方法や目標を決め
る。 

・目指す姿について話し
合い、出された意見を参
考に自分の目標を決め
る。 

・教師の思いや保護者の願いを
知り、目指す姿について話し
合い、具体的な解決方法や目
標を決める。 

・自分や周りの人の学校生活への
希望や願いを基に、話合いを通
して目標を決め、自他のよさを
伸ばし合う。 

 

言語能力とその育成方法 

 言語能力 育成方法 育成方法の詳細 

学
級
活
動
（
１
） 

①自分の意見を、筋道を立
てて説明すること。 

・話し合うことについて考えた
り、情報を収集したりして、
自分の考えをまとめる。 

・提案理由を明確にし、「視点」と
して示すことで、自分の意見の
根拠として述べるよう促す。 

②他者の意見を聞いて、そ
の内容を理解すること。 

・自分の考えと比べながら聞
き、共通点や相違点について
考えさせる。 

・発言する際に、他者の意見との
共通点や相違点を明確にして述
べるよう促す。 

③対話を通して、情報を吟
味したり考えを構築し
たりして、集団としての
最適解を導くこと。 

・意見の違いや共通点をはっき
りさせながら話し合う。 

・少数の意見も大切にしなが
ら、多様な意見のよさを生か
して学級全体で合意形成を
図る。 

・思考ツールを用いて、たくさん
の意見を段階的に絞っていきな
がら、意見を吟味する。 

・提案理由を基にした「視点」ご
とに色分けした賛成マークを使
い、それぞれの意見の良さを比
較しやすくする。 

学
級
活
動
（
２
）（
３
） 

④自分の課題や目指す姿
に対して、集団の中で相
互に考えを伝え、深め合
いながら解決する目標
を決めること。 

・現状を分析し、課題となって
いるものを探る。 

・分析した課題の解決策を、他
者と交流しながら考える。 

・個に応じた具体的な実践方法
や目標を決める。 

・学級の現状を調べたり、自分の
現状や目指す姿について考えた
りする。 

・課題となっているものを集団で
共有し、共感的に話し合うこと
で、よりよい解決策を導くこと
ができるようにする。 

・「すぐにできそうなこと」「先々
できるようになりたいこと」と
段階的に意思決定させること
で、より具体的な目標として実
践に向かうようにする。 

 


